
「あいち食育いきいきプラン」の4つの取組

出典「東京ガス（株）『エコ・クッキング読本』」　※「エコ・クッキング」は、東京ガス（株）の登録商標です。

この内容に関するご意見・お問合せは、農業水産局食育消費流通課 ☎052（954）6396（ダイヤルイン）まで

6月は
食育月間
です。

「食育推進ボランティア」を募集しています。

食育推進ボランティアの詳しい情報は「食育ネットあいち」をご覧ください。

お住まいの地域で、県民の皆さんに「食育」の
普及啓発活動を自主的に行っていただける方
を募集しています。応募締切：6月30日㊋

食についていろいろ分かる！楽しい！
「食育ネットあいち」
家庭でできる食品ロス削減術やあいちの郷土
料理レシピなど、食育に関する様々な情報を
紹介しています。 食育ネットあいち 検索

毎月19日は「食育の日」、「おうちでごはんの日」です。

無駄の少ない野菜の切り方を身につけよう

食は「健康な体をつくる」基本です。

その中で、食材を無駄なくいただくことは

食を大切にする「豊かな心を育む」こと、

「環境に優しい暮らしを築く」こと

につながります。

できることからはじめましょう。

なす

ヘタの元を
包丁で切り、
残ったところを
手で取る。

ピーマン

縦に半分に切る。
ヘタの部分だけ外側から
内側にもぎ取る。

にんじん

皮をむかず、
葉の付け根は
なるべく薄く切る。
ヘタだけを捨てる。

じゃがいも

皮をむかず、
包丁で芽と
青い部分を
取る。

ホウレンソウ

茎は切らずに
根の部分だけ取る。

たまねぎ

上部を少し切り、皮をむく。
残った茶色い皮のみ
包丁で切り取る。

キャベツ

芯を切り取り、
捨てずに薄切りや
みじん切りにして使う。

無駄
なく、

おいしく、いただきます！

健康な体をつくる

環境に優しい
暮らしを築く

豊かな心を育む

食育を支える
○自由民主党愛知県議員団（56名）
 団長　原よしのぶ
  副 団 長 鈴木喜博
  副 団 長 川嶋太郎
  幹 事 長 寺西むつみ
  総務会長 佐藤一志
  政調会長 中根義高

 ○新政あいち県議団（34名）
 団長　谷口知美
  副 団 長 高橋正子
  幹 事 長 長江正成
  総務会長 朝倉浩一
  政策調査会長 渡辺　靖

○公明党愛知県議員団（6名）
 団長　市川英男
  幹 事 長 犬飼明佳
  政策審議会長 岡　明彦

□議長
  神戸洋美（自）

令和２年５月臨時議会

令和２年４月臨時議会

県議会では、５月２７日に臨時議会が開会され、正副議長等の選挙並びに常任
委員会、議会運営委員会及び特別委員会の委員・正副委員長の選任が行われました。
また、議員提出議案「県議会議員の期末手当の特例に関する条例の制定について」

（6月期10％減額）、並びに知事から提出された愛知県新型コロナウイルス感染症
緊急対策にかかる総額約288億円の一般会計補正予算議案、監査委員の選任議案等
について審議が行われ、提出された議案は、すべて可決、同意又は承認されました。
さらに、議会の意思を国政に反映させるため、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金の増額等についての意見書が可決され、衆参両院議長及び
内閣総理大臣始め関係大臣に提出されました。

４月24日に臨時議会が開会され、知事から提出
された愛知県新型コロナウイルス感染症緊急対策に
かかる総額約365億円の一般会計補正予算議案
及び専決承認議案について審議が行われ、提出された
議案は可決又は承認されました。

所管事項に関する調査を行い、議案や請願などを審査するために、８つの常任委員会が
設けられ、議員はいずれか一つの委員会に属します。

□副議長
青山省三（自）

●４月・５月臨時議会の模様は、６月10日㊌11時
　から東海テレビで放送します。
●令和２年６月定例愛知県議会
次の県議会は、６月17日㊌から開かれる予定です。○県政自民クラブ（1名）

 代表 筒井タカヤ

○減税日本（１名）
 代表 しまぶくろ朝太郎

○無所属（4名）

臨時議会が開会され、議員提出議案、補正予算議案など
11議案を可決

各委員会の委員・正副委員長を決定

議長に神戸洋美氏、副議長に青山省三氏を選出

会派の名称・所属議員数及び本年度の役員は次のとおりです。

□常任委員会

□議員団の役員

●総務企画委員会〈１３名〉

●県民環境委員会〈１３名〉

◎島倉　誠（自）
○犬飼明佳（公）
　水野富夫（自）
　寺西むつみ（自）
　石塚吾歩路（自）

●福祉医療委員会〈１３名〉
◎木藤俊郎（公）
○村瀬正臣（自）
　伊藤勝人（自）
　石井芳樹（自）
　原よしのぶ（自）

●農林水産委員会〈１３名〉
◎嶋口忠弘（新）
○神谷和利（自）
　久保田浩文（自）
　峰野　修（自）
　鈴木喜博（自）

●教育・スポーツ委員会〈１２名〉
◎ますだ裕二（自）
○桜井秀樹（新）
　横井五六（自）
　神戸洋美（自）

●行財政改革・地方創生調査特別委員会〈１５名〉
◎水野富夫（自）
○樹神義和（新）
　飛田常年（自）
　近藤裕人（自）
　寺西むつみ（自）

●安全・安心対策特別委員会〈１４名〉
◎水谷満信（新）
○新海正春（自）
　中野治美（自）
　鈴木喜博（自）
　須﨑かん（自）

●アジア競技大会調査特別委員会〈１４名〉
◎直江弘文（自）
○野中泰志（自）
　松川浩明（自）
　神戸洋美（自）
　石井芳樹（自）

●産業イノベーション推進特別委員会〈１４名〉
◎森井元志（新）
○神戸健太郎（自）
　神野博史（自）
　伊藤辰夫（自）
　中根義高（自）

●人づくり・福祉対策特別委員会〈１４名〉
◎久保田浩文（自）
○永井雅彦（新）
　原よしのぶ（自）
　川嶋太郎（自）
　青山省三（自）

□監査委員
　伊藤辰夫（自）　  石井芳樹（自）

●経済労働委員会〈１３名〉
◎鈴木まさと（新）　
○杉江繁樹（自）
　直江弘文（自）
　杉浦孝成（自）
　神野博史（自）

●建設委員会〈１３名〉
◎山田たかお（自）
○佐藤英俊（自）
　中野治美（自）
　森下利久（自）
　飛田常年（自）

●警察委員会〈１２名〉
◎石井　拓（自）
○松本まもる（新）
　松川浩明（自）
　渡辺　昇（自）

◎政木りか（自）
○おおたけりえ（新）
　坂田憲治（自）
　伊藤辰夫（自）
　高桑敏直（自）

※会派は次のとおり略称としました。
（自）＝自由民主党愛知県議員団
（新）＝新政あいち県議団
（公）＝公明党愛知県議員団
（県）＝県政自民クラブ
（減）＝減税日本
（無）＝無所属

政木りか（自）
田中泰彦（自）
日高　章（自）
鈴木　純（新）
西久保ながし（新）

渡辺　靖（新）
おおたけりえ（新）
荻原宏悦（公）
しまぶくろ朝太郎（減）

藤原宏樹（自）
南部文宏（自）
辻　秀樹（自）
高木ひろし（新）
長江正成（新）

渡辺　靖（新）
市川英男（公）
柴田高伸（無）

近藤裕人（自）
丹羽洋章（自）
平松利英（自）
かじ山義章（新）
鈴木　純（新）

天野正基（新）
永井雅彦（新）
筒井タカヤ（県）

いなもと和仁（自）
山本浩史（自）
鈴木雅博（自）
高橋正子（新）
富田昭雄（新）

福田喜夫（新）
加藤貴志（公）
神谷まさひろ（無）

須﨑かん（自）
田中泰彦（自）
日高　章（自）
西川厚志（新）
日比たけまさ（新）

森井元志（新）
水谷満信（新）
佐波和則（新）
園山康男（無）

佐藤一志（自）
堀嵜純一（自）
神戸健太郎（自）
野中泰志（自）

朝倉浩一（新）
荻原宏悦（公）
朝日将貴（無）

中根義高（自）
成田　修（自）
安藤としき（新）
久野哲生（新）
安井伸治（新）

黒田太郎（新）
小木曽史人（新）
しまぶくろ朝太郎（減）

青山省三（自）
新海正春（自）
杉浦正和（自）
塚本　久（新）
浅井よしたか（新）

谷口知美（新）
西久保ながし（新）
鳴海やすひろ（新）
岡　明彦（公）

川嶋太郎（自）
山下智也（自）
今井隆喜（自）
中村竜彦（自）

富田昭雄（新）
安藤としき（新）
鳴海やすひろ（新）
木藤俊郎（公）
朝日将貴（無）

山田たかお（自）
鈴木雅博（自）
佐藤英俊（自）
杉浦正和（自）
塚本　久（新）

朝倉浩一（新）
加藤貴志（公）
柴田高伸（無）
神谷まさひろ（無）

佐藤一志（自）
山本浩史（自）
南部文宏（自）
小山たすく（新）
佐波和則（新）

日比たけまさ（新）
桜井秀樹（新）
犬飼明佳（公）
筒井タカヤ（県）

島倉　誠（自）
神谷和利（自）
中村竜彦（自）
長江正成（新）
浅井よしたか（新）

嶋口忠弘（新）
黒田太郎（新）
市川英男（公）
園山康男（無）

高桑敏直（自）
石井　拓（自）
村瀬正臣（自）
高橋正子（新）
かじ山義章（新）

●議会運営委員会〈１４名〉
◎須﨑かん（自）
○近藤裕人（自）
○天野正基（新）
　原よしのぶ（自）
　佐藤一志（自）

谷口知美（新）
渡辺　靖（新）
朝倉浩一（新）
犬飼明佳（公）

寺西むつみ（自）
中根義高（自）
丹羽洋章（自）
田中泰彦（自）
長江正成（新）

〈　〉内数字は委員数、◎は委員長、○は副委員長

□特別委員会

お知らせ

□議会運営委員会県議会だより県議会だより 議会運営、議会の規則、議長の諮問に関する事項の
調査などを行うため、設けられています。

県政上の重要な諸問題について、専門的に調査する
ために、５つの特別委員会が設けられています。

愛知県議会事務局
☎０５２（９５４）６７４２ 〈ダイヤルイン〉
Webページアドレス
https://www.pref.aichi.jp/gikai/

小山たすく（新）
樹神義和（新）
河合洋介（新）

　男性DV被害者ホットラインの
　ご案内
県では、DV被害に悩む男性が、自らの力で解決していけるよ
うに支援するため、男性の臨床心理士による電話相談を実施
しています。
身体的暴力だけでなく、精神的・性的暴力もDVに当たります。
秘密は厳守しますので、ささいなことでもひとりで悩まず、
まずはご相談ください。

▽対象者＝原則として、県内に在住、在勤又は在学している男性

▽日時＝毎週㊏13時～16時（第5土曜日、祝日、年末年始
を除く。）

▽相談ダイヤル＝☎080（1555）3055

▽相談無料（通話料は別にかかります。）

▽Webページ＝https://www.pref.aichi.jp/soshiki/
jidoukatei/dansei-hotline.html

▽問合せ＝児童家庭課☎052（954）6280

　HIV検査について

HIV検査は、エイズを発症させるHIVに感染していないか
どうかを確認するための検査です。
現在ではHIVに感染しても、早期に検査を受検し、治療を開
始すれば、エイズを発症することはありません。
保健所では、HIV検査を無料・匿名で行っています。自分自身
と大切な人を守るため、感染不安のある方はぜひ検査を受け
てください。
保健所によって、検査の曜日・時間が異なりますので、事前に
ご確認ください。

▽問合せ＝最寄りの保健所又は県エイズ情報センター☎052
（972）9200

　「土砂災害防止月間」のお知らせ

毎年6月は「土砂災害防止月間」です。土砂災害の危険性が
高まる梅雨や台風の季節を前にしたこの期間中、土砂災害に
関する防災知識の普及活動に取り組みます。
◆主な取組事項
◇パネル展の開催 ◇絵画・作文の募集 ◇広報活動の実施
※各取組の詳細はWebページでご確認ください。

▽Webページ＝https://www.pref.aichi.jp/soshiki/sabo/

▽問合せ＝砂防課☎052（954）6558

　県営住宅の入居者募集（抽選）

▽募集住宅＝【新設】原山台住宅（瀬戸市）1団地4戸

▽案内書の配布＝県民相談･情報センター、各県民相談室、
各県民事務所などの広報コーナー、県営住宅管理室、市町
村役場（名古屋市は区役所）、住まいの窓口（栄地下街南通
路）、県住宅供給公社各住宅管理事務所など

▽郵送受付＝6月12日㊎まで（当日消印有効）

▽Webページ＝https://www.pref.aichi.jp/soshiki/
jutakukanri/2020sinsetu1.html

▽問合せ＝県住宅供給公社賃貸住宅課☎052（954）1362

　愛知県高等学校等奨学金貸付金の
　予約採用の募集について
2021年度に高等学校又は専修学校高等課程に進学を希望す
る中学3年生で、高等学校等での修学に経済的支援を必要とす
る生徒に対する奨学金貸与予約採用の希望者を募集します。

▽対象＝来春に高等学校等に進学予定の中学3年生で、親
権者又は未成年後見人が県内に在住し、父母等の所得が基
準内である方。

▽貸与月額＝国公立1万8千円、私立3万円。自宅外通学者に
は5千円を加算可能。国公立・私立とも1万1千円を選択するこ
とも可能。

▽申請方法＝在学する中学校が指定する時期（6月下旬～
7月中旬頃）に、学校へ申請してください。

▽予約採用決定の時期＝11月頃

▽問合せ＝教育委員会高等学校教育課☎052（954）6785

　知的障害者を対象とした
　愛知県職員採用選考

▽試験日=第1次選考7月12日㊐、第2次選考8月4日㊋（予
定）、第3次選考8月26日㊌～9月3日㊍（予定）

▽採用予定人員=1名

▽受験資格=受験案内又はWebページでご確認ください。

▽受験案内=人事課、県民相談･情報センター、各県民相談
室、県内ハローワークなどで配布。

▽勤務先=産業技術センター（刈谷市）

▽業務内容=会議室などの利用者受付事務補助、資料の
整理、庁舎管理・運営事務補助、簡単なデータ入力など

▽受付=6月19日㊎まで（当日消印有効）

▽Webページ=https ://www.pref .a ichi . jp/soshiki/
j inj ika/

▽問合せ=人事課☎052（954）6030

　宅地建物取引士資格試験

県では、不動産の取引をめぐる紛争を未然に防ぎ、適正か
つ安全な不動産取引活動を促し、消費者の保護と取引業
者の健全な発展を図るため、宅地建物取引士の試験を実
施します。

▽試験日＝10月18日㊐

▽受験資格＝なし ▽受験手数料＝7,000円

▽試験案内＝（公社）県宅地建物取引業協会などで、7月1
日㊌～31日㊎まで配布。また、（一財）不動産適正取引推進機
構のWebページに7月1日㊌～15日㊌まで掲載。

▽受験申込受付＝インターネット申込7月1日㊌9時30分～15日
㊌21時59分、郵送申込7月1日㊌～31日㊎（当日消印有効）

▽Webページ＝（一財）不動産適正取引推進機構http://
www.retio.or.jp

▽問合せ＝都市総務課☎052（954）6583

お知らせ

行催事・募集

試験

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けて新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けて
安心な日常生活と活力ある社会経済活動を取り戻していくため、次のような「新しい生活様式」を
実践していただくようお願いします。

「新しい生活様式」の実践例「新しい生活様式」の実践例

  県民の皆様へ

その他、新型コロナウイルス感染症対策については、「愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト」をご覧ください。
愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト
https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/ 　 愛知県　新型コロナ対策　 検索

災害時には適切な避難行動をとりましょう災害時には適切な避難行動をとりましょう
梅雨の時期に入ると、洪水や河川の氾濫、土砂崩れなどの自然災害が発生する危険性が高まります。
「新しい生活様式」を実践していただく中でも、災害時には、危険な場所にいる人は避難することが原則です。
「自らの命は自らが守る」意識を持ち、気象庁や市町村が発表・発令する警戒レベル等を参考に、適切な
避難行動をとりましょう。

▽Webページ＝https://www.pref.aichi.jp/soshiki/saigaitaisaku/corona-hinanjyo.html

▽問合せ＝災害対策課☎052（954）6149

○市町村が発行するハザードマップで自宅の災害リスクを確認し、事前に避難先を家族で話し合って
おきましょう。
○安全な避難先として、自宅に留まることや親戚・知人宅に避難することも検討してください。
○避難する際には、マスク、消毒薬、体温計などをできるだけ携行してください。

  事業者の皆様へ

①人と人との距離の確保（できるだけ２ｍ）①人と人との距離の確保（できるだけ２ｍ） ②マスクの着用②マスクの着用 ③手洗い③手洗い

▼３密（密集、密接、密閉）の回避

換気の悪い換気の悪い 多数が集まる多数が集まる 間近で会話や発声をする間近で会話や発声をする

密閉空間密閉空間 密集場所密集場所 密接場面密接場面

▼感染防止の３つの基本の徹底

▼個別施設ごとの感染拡大防止対策の徹底

▼テレワーク、時差出勤など、人との接触を低減する取組の推進

かしこく選んで、地球よろこぶ「あいちCOOL CHOICE」　～地球温暖化防止につながる「賢い選択」を～ ペットの所有者明示を行いましょう。　～鑑札、狂犬病予防注射済票、迷子札、マイクロチップの装着を！～

毎月第１日曜日
掲載

愛知県の
広報紙
No.1067

愛知県広報広聴課 052（954）6170 〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号

東　海 【村上佳菜子の週刊愛ちっち】… 毎週木曜日 ＜21：54～22：00＞
名古屋 【まるまる◎あいち】 ……… 毎週木曜日 ＜18：56～19：00＞
  再 放 送 ……… 毎週土曜日 ＜  5：15～  5：17＞
  再々放送 ……… 毎週木曜日 ＜  1：54～  1：56＞

ＣＢＣ 【あいち県政リポート】 毎月第2･第４土曜日 ＜11：32～11：36＞
東　海 【こんにちは愛知県です】 毎月第1･第3木曜日 ＜10：35～10：38＞
ＦＭ AICHI 【ＡＩＣＨＩ ＳＡＴＵＲＤＡＹ ＴＯＰＩＣＳ】 毎月第1･第3土曜日 ＜  7：30～  7：33＞
ＺＩＰ－ＦＭ 【ＡＩＣＨＩ ＳＵＮＤＡＹ ＴＩＰＳ】 毎月第1･第3日曜日 ＜  7：23～  7：26＞

県のテレビ番組（6月）  県のラジオ番組（6月）

※テレビ番組･ラジオ番組の放送日時は、番組編成により変更になることがあります。

・Webページ　 https://www.pref.aichi.jp/ ・インターネット情報局　https://www.doga.pref.aichi.jp/
・広報広聴課 Facebook　https://www.facebook.com/aichikoho

身近なところから「食育」をはじめましょう
　６月は「食育月間」です。愛知県では、食に関する知識と食を
選択する力を身につけて健全な食生活を実践できる人を育てる
「食育」を推進しています。
　本県は、野菜や果物、水産物など食の宝庫です。地元の食材
を選ぶこと、食材を無駄なく使うことや食べ残しを減らすことも

「食育」の一つです。
　新鮮で安心な「あいち産」の食材で無駄の少ない食事づくりを
するなど、「食」について考え、身近なところから「食育」に取り組み
ましょう。


